
宮城県名取市・閖上港で水揚げされるしらすは、ふっくらとした身と抜群の鮮度が自慢。「北限のしらす」として
新たな名物になっています。今回は「閖上海鮮丼 せんしん」を経営するセンシン食品専務の高橋大善さんに、
閖上で取れるしらすの魅力や、地域との関わりについて伺いました。
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海の恵みをいただこう
みやぎの“しらす”は美味しさ

2017年7月から本格操業が始まった宮城県名
取市閖上港の「しらす」。それまでしらす漁の最北
端とされていた福島県相馬沖から北へと漁場が
広がり、豊かな栄養をたたえた仙台湾で育ちまし
た。ふっくらとした身と強いうま味が特徴です。東
日本大震災後の海の変化を乗り越えて誕生した
この新たな特産品は「北限のしらす」と呼ばれ、
復興の象徴にもなっています。
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